
飲酒運転根絶条例施行！飲酒運転根絶条例施行！
☆条例での県民の責務とは？

毎月  日は１
「飲酒運転の根絶の日」です

　全ての県民は、日頃から飲酒運
転をしない、させない、許さないとい
う強い意志を持って、家族や地域、
職場の日常生活および活動におい
て飲酒運転を根絶するための取り
組みに努めるものとする。

幼稚園の入園料・保育料を補助します（保育所の保育料は対象外です）

　

公
共
下
水
道
を
利
用
し
て
い
な
い

家
庭（
下
水
道
料
金
が
徴
収
さ
れ
な

い
家
庭
）に
は
、浄
化
槽
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。浄
化
槽
は
、家
庭
か
ら
出

る
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
大
切
な
装

置
で
す
。

　

浄
化
槽
は
、適
切
に
維
持
管
理
を

し
な
け
れ
ば
機
能
が
低
下
し
、「
汚
水

の
た
れ
流
し
」「
悪
臭
」の
原
因
と
な

り
ま
す
。ま
た
、浄
化
槽
が
詰
ま
り
あ

ふ
れ
出
す
な
ど
、周
り
の
人
た
ち
の

迷
惑
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
生
活
環
境
を「
汚
水
」や

「
悪
臭
」な
ど
で
壊
さ
ぬ
よ
う
、次
の

3
項
目
を
実
施
し
、浄
化
槽
の
維
持

管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
年
に
１
度
は「
清
掃
」「
く
み
取
り
」

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
県
に
登
録
さ
れ
た
業
者
に「
保
守

点
検
」を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

③
年
1
度
、浄
化
機
能
な
ど
の
法
定

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

◆
法
定
検
査
機
関

（
社
）沖
縄
県
環
境
整
備
協
会

　

☎
８
３
５
―
８
８
３
３

◆
く
み
取
り・清
掃
業
者

　

許
可
業
者　

山
川
和
夫

　

☎
０
９
０
―
３
３
２
８
―
９
７
３
８

　

平
成
19
年
度
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｐ（
ガ
ラ
ス

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）船
の
リ
サ

イ
ク
ル
制
度
が
開
始
し
ま
し
た
。今

年
も
４
月
か
ら
受
付
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
の
所
有
者
が
廃
船
す
る

場
合
は
、受
付
期
間
内
に
最
寄
り
の

登
録
販
売
店
へ
リ
サ
イ
ク
ル
の
申
込

み
を
行
い
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払

い
ま
す
。そ
の
後
、決
め
ら
れ
た
期
間

内
に
委
託
業
者
が
指
定
取
引
場
所
へ

搬
入
し
ま
す
。

　

搬
入
さ
れ
た
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
は
砕
か
れ
、

セ
メ
ン
ト
の
原
材
料
な
ど
に
再
利
用

さ
れ
ま
す
。

　

廃
棄
を
考
え
て
い
る
方
は
、左
記
の

登
録
販
売
店
、も
し
く
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
船

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

浦
添
市
周
辺
の
登
録
販
売
店

那
覇
市

南
西
船
舶　

　

☎
８
６
１
―
９
８
１
６

（
有
）総
合
マ
リ
ン
沖
縄

　

☎
８
６
１
―
２
２
０
２

（
株
）マ
リ
ン
ラ
ン
ド
商
会

　

☎
８
６
１
―
２
１
３
４

宜
野
湾
市

ヤ
ン
マ
ー
沖
縄（
株
）（
本
社
）

　

☎
８
９
８
―
３
１
１
１

※
他
に
８
社
あ
り
ま
す
。他
の
登
録

販
売
店
を
知
り
た
い
方
は
、環
境
保

全
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
販
売
店
に
お
け
る
受
付
期
間

４
月
１
日
〜
12
月
14
日

指
定
取
引
場
所
へ
の
搬
入
期
間

１
月
12
日
〜
18
日

指
定
取
引
場
所
で
の
解
体
期
間

１
月
19
日
〜
21
日

　

毎
年
６
月
は「
環
境
月
間
」で
す
。

ま
た
、６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」で

す
。

　

現
在
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
、私
た
ち
の

周
囲
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
て
い

く
に
は
、節
電
、節
水
、不
用
品
の
リ

サ
イ
ク
ル
、買
い
物
の
際
の
エ
コ
バ
ッ

グ
持
参
な
ど
、ち
ょ
っ
と
し
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
環
境
問
題
を
意
識

し
、家
庭
で
で
き
る
環
境
保
護
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
保
険
施
設
へ
の
入
所
ま
た
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
の
場
合
は
、食

費
、居
住
費
、原
則
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、所
得
の
低
い
方（
住
民
税

非
課
税
世
帯
）の
施
設
利
用
が
困
難

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、申
請
に
よ
り

食
費
と
居
住
費
の
負
担
軽
減
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
負
担
限
度
額
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
の
有
効
期
限
は
平

成
22
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。引
き

続
き
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

新
た
に
申
請
を
行
い
、認
定
証
を
再

取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

８
月
以
降
に
申
請
し
た
場
合
、原

則
通
常
の
負
担
額
で
利
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
施

設
職
員
が
申
請
代
行
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、入
所
中
の
施
設
職
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
「
負
担
限
度
額
認
定
証
」が
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
介
護
老
人
福
祉
施
設
」

「
介
護
老
人
保
健
施
設
」

「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」へ
の
入
所
、

ま
た
は
介
護
短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）の
利
用

　

浦
添
城
跡
や
よ
う
ど
れ
等
か
ら
発

掘
さ
れ
た
戦
争
関
連
遺
物
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

　

出
土
し
た
遺
物
の
姿
は
、か
つ
て
激

戦
に
見
舞
わ
れ
た
人
々
の
叫
び
を

生
々
し
く
伝
え
ま
す
。今
な
お
発
掘

さ
れ
る
戦
火
の
記
憶
を
間
近
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。６
月
23
日
の
慰
霊
の
日

を
前
に
、展
示
を
通
し
戦
争
と
平
和

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

期
間　

７
月
４
日（
日
）ま
で

場
所　

浦
添
グ
ス
ク・よ
う
ど
れ
館
内

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

入
館
料　

大
人
1
0
0
円・

　
　
　
　

小
人
50
円

環
境
保
全
課

　

☎
８
７
６
―
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
２
）

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
３
―
３
５
６
７
―
６
９
２
９

浄
化
槽
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

浄
化
槽
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

Ｆ
Ｒ
Ｐ
船
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

環
境
保
全
課

　

☎
８
７
６
―
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
８
）

環
境
保
全
課

　

☎
８
７
６
―
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
２
）

平
成
22
年
度

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
の
申
請
に
つ
い
て

平
成
22
年
度

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
の
申
請
に
つ
い
て

介
護
保
険
課　

給
付
係

　

☎
８
７
６
―
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
９
４
）

　

障
が
い
が
あ
る
た
め
に
、一
般
の
歯

科
医
院
で
の
治
療
が
難
し
い
方
は
、

左
記
の「
沖
縄
県
障
害
者
歯
科
地
域

協
力
医
登
録
医
院
」に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

沖
縄
県
障
害
者
地
域
協
力
医

登
録
医
院（
市
内
）

ね
ま
歯
科
医
院（
内
間
）

　

☎
８
７
４―

０
６
４
８

テ
ィ
ダ
の
杜
歯
科（
内
間
）

　

☎
８
７
０―

５
０
８
８

三
愛
歯
科
医
院（
仲
西
）

　

☎
８
７
６―

１
２
０
３

湖
城
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
大
平
）　
　

　

☎
８
７
４―

１
２
５
６

く
ば
が
わ
小
児
歯
科（
城
間
）　
　
　

　

☎
８
７
６―

１
９
０
８

上
原
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク（
前
田
）　
　

　

☎
８
７
９―

１
５
５
５

高
良
歯
科
医
院（
屋
富
祖
）

　

☎
８
７
９―

０
８
４
９

伊
礼
歯
科
医
院（
屋
富
祖
）

　

☎
８
７
７―

９
０
３
９

ふ
く
ざ
と
歯
科
医
院（
宮
城
）

　

☎
８
７
５―

０
１
２
１

　

な
お
、市
外
の
協
力
医
登
録
医
院

に
つ
い
て
は
、福
祉
課
窓
口
に
一
覧
表

を
備
え
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

沖
縄
県
障
害
者

歯
科
地
域
協
力
医

登
録
医
院
に
つ
い
て

沖
縄
県
障
害
者

歯
科
地
域
協
力
医

登
録
医
院
に
つ
い
て

福
祉
課

　

☎
８
７
６
―
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
６
４
）

　

市
で
は
、「
単
独
浄
化
槽
」を
使
用

し
て
い
る
家
庭
が「
合
併
処
理
浄
化

槽
」へ
切
り
替
え
を
行
う
際
に
、工
事

費
の
一部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
「
単
独
浄
化
槽
」は
、台
所
・
風
呂

場
・
洗
濯
排
水
な
ど
の
雑
排
水
を
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、海
や

川
を
汚
し
て
い
ま
す
。家
庭
か
ら
出

る
汚
水
の
す
べ
て
を
対
象
に
す
る「
合

併
処
理
浄
化
槽
」の
普
及
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　
「
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
補

助
」に
つ
い
て
、次
の
事
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

補
助
の
対
象

　

下
水
道
の
整
備
が
見
込
ま
れ
な
い

区
域
お
よ
び
相
当
の
期
間
を
要
す
る

区
域
に
お
い
て
、既
設
の
単
独
処
理

浄
化
槽
等
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に

変
更
を
行
う
場
合

対
象
施
設
規
模

10
人
槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
限
度
額

５
人
槽
…
３
３
２
，０
０
０
円

６
〜
７
人
槽
…
４
１
１
，０
０
０
円

８
〜
10
人
槽
…
５
１
９
，０
０
０
円

※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
に
つ
い
て

環
境
保
全
課

　

☎
８
７
６
―
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
２
）

市
民
相
談　

月
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
９

時（
昼
食
時
は
除
く
）

内
容　

市
民
生
活
に
関
わ
る
市
民
の
一

般
相
談
お
よ
び
、市
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、要
望
等

法
律
相
談　

毎
週
火
曜
日　

弁
護
士
相
談　

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

毎
週
水
曜
日　

司
法
書
士
相
談　

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

毎
週
木
曜
日　

司
法
書
士
相
談

午
後
7
時
〜
9
時

内
容　

市
民
生
活
に
関
わ
る
諸
々
の

法
律
相
談（
要
予
約
）

行
政
相
談　

毎
月
第
１・２・３
木
曜
日

午
後
2
時
〜
4
時

内
容　

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関
す

る
苦
情
の
相
談

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
で
す
。

市
民
相
談・法
律
相
談
お
よ
び

行
政
相
談
窓
口
の
案
内

市
民
相
談・法
律
相
談
お
よ
び

行
政
相
談
窓
口
の
案
内

市
民
相
談
・
消
費
生
活
相
談
室

　

☎
８
７
６
―
１
２
３
４

　
　
　
　
　
　
（
内
線
７
３
１
１
）

６
月
は
環
境
月
間
で
す

６
月
は
環
境
月
間
で
す

文
化
課

　

☎
８
７
６
―
１
２
３
４

　
　
（
内
線
６
２
１
３・６
２
１
４
）

浦
添
グ
ス
ク・よ
う
ど
れ
館

戦
争
遺
物
展
示
会
開
催
中

浦
添
グ
ス
ク・よ
う
ど
れ
館

戦
争
遺
物
展
示
会
開
催
中

浦
添
城
跡
出
土
の
カ
ン
テ
ラ

幼稚園の入園料・保育料を補助します（保育所の保育料は対象外です）幼稚園の入園料・保育料を補助します（保育所の保育料は対象外です）幼稚園の入園料・保育料を補助します（保育所の保育料は対象外です）
　浦添市では、幼稚園教育の振興のため、市立・私立（県知事認可）幼稚園の入園料・保育料を減免および補助する制度を設け
ています。これは、３・４・５歳児を幼稚園に通園させている保護者の所得に応じて、次のとおり減免および補助するものです。手続
の時期は６月上旬からの予定です。詳しくは、各幼稚園を通してお知らせします。

問い合わせ 学務課　☎８７６－１２３４（内線６５１１）

市　立（減免）

私立 県知事認可（補助）

区　分 第１子 第2子 第３子以降

区　分 第１子 第2子 第３子

生活保護世帯
市民税非課税世帯
市民税所得割非課税世帯

年額60,000円を限度とする 60,000円を限度とする 60,000円を限度とする

生活保護世帯 年額220,000円を限度とする 260,000円を限度とする 299,000円を限度とする

年額20,000円を限度とする 49,000円を限度とする 60,000円を限度とする

市民税非課税世帯
市民税所得割非課税世帯
市民税所得割課税額が
34,500円以下の世帯

年額190,000円を限度とする 245,000円を限度とする 299,000円を限度とする

年額106,000円を限度とする 203,000円を限度する 299,000円を限度とする

市民税所得割課税額が
183,000円以下の世帯 年額43,600円を限度とする 172,000円を限度する 299,000円を限度とする

（19）広報うらそえ　2010年6月1日 2010年6月1日　広報うらそえ（18）


